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＜成人式＞

五十嵐さんのご自宅のユニットバスが新しくなりま
した。はじめは0.75坪だったのですが、少し増築し
て1坪の大きさのユニットバスを設置しました。カウ
ンター部分がベンチ式になっているので、腰掛けて
シャワーを使うことができます。背もたれは手すり
兼用なので、そのままベンチから浴槽に入ることも
可能です。
Q:感想をお聞かせください。
A:足を伸ばしてゆっくりお湯に浸かれるようになり
ました。また、シャワーヘッドの手元にクリック
ボタンがあるので、出したり止めたりの切り替え
が簡単にできて、使いやすいです。

（宮本）

2月2日の節分に、社内でも豆まきを行いました。
「鬼は外、福は内」と、邪気を払い、良い運気が訪れるこ

とを願いながらやりました。

写真は、五十嵐さんが豆をまいているシーンです。

掃除が大変にならないように、豆を包装のまま投げていま

す。豆はその後、美味しくいただきました。 （宮本）

＜豆まき＞

今年の1月に佐藤祐貴さんと清水あとむさんが成人式を迎えたので、
インタビューを行いました。

Q:成人式を迎えた感想を教えてください。
A佐藤：コロナ禍の中でしたが、無事に開催できて良かったです。誕生日

は20歳になったという実感がありませんでした。しかし成人式に
出席したら、大人の仲間入りをした、という意識が出てきました。

清水：成人式に出て、より一層成人したという実感が湧きました。

そして大人の一員になった、という意識が高まりました。中学校

の友達に久しぶりに会ったら、顔立ちなどが変わっていて、みん

な大人になったと感じました。

Q：仕事に関して今後の意気込みを教えてください。
A佐藤：自分のやるべきことをしっかりやれて、視野を広く持てるように

なり、周囲に気を配れるようになります。

清水：もうすぐ入社して３年目に入るので、仕事を見て学びます。親方

の神さんに教えていただくだけでなく、以前教わったことはどん

どん自分ひとりで作業をしていきます。

Q：プライベートなどで挑戦したいことを教えてください。
A佐藤：一人暮らしをしてみたいです。
清水：バイクの免許を取得しました。コロナが治まったら、東京にツー

リングしたいです。また誰が見てもわかるくらいに、筋肉をつけ

たいです。 （宮本）

＜五十嵐さん宅のユニットバス＞

佐藤さん(上)
清水さん(下)



＜技能検定＞

＜砕石入れ＞

＜ロースタイル＞

写真は、イメージです。

会社の資材倉庫前の敷地に砕石を入れました。

施工は、西條組さんに行っていただきました。

今まで雨が降ると土砂が流れて、ぬかるんでし

まっていましたが、砕石が入って地面が高くな

り、また土が締まったため、当分の間は心配な

いかと思います。
（高田）

ロースタイルと中二階のある現場で作業して

います。ロースタイルは床を２０ｃｍ～４０

ｃｍぐらい掘り下げて、そこに床スペースを

設けたものです。中二階は一階と二階の間に

床のスペースをつくったものです。ロースタ

イルは、空間がより広く感じられます。また

中二階は、リビングの視線を遮り仕事や趣味

などに集中することができます。家族の様子

が伝わるちょうどいい距離感のスペースです。

滅多にない作業ですが、しっかり覚えて、一

人でできるようにしたいです。

（瀬下）

瀬下さんが、大和ハウス工業様の施工主任技能者検定試験を受け、

見事合格しました。おめでとうございます。瀬下さんからコメン

トいただきました。

「工事している現場に試験官の方が来て、服装やヘルメットの

かぶり方、作業の様子、道具の使い方がしっかり出来ている

かを見て合否の判断をしていただきます。認定証明書がある

とモチベーションが上がり、自信につながります。今後もプ

ロとして技術面はもちろん、安全面にも気を配り腕を磨いて

いきます。」 （越田）

「鹿喰めし」（かじきめし）

製造者：山家工房（さんかわーくす）

調理場：甘楽郡南牧村羽沢799-7
販売場所：道の駅オアシスなんもく（甘楽郡南牧村千原3-1）移動販売車販
売日時・時間：１～３月 日曜日

４～１２月 土曜日・日曜日

午前10時～売り切れまで
雨天時は移動販売車でなく、店内での陳列販売

価格：¥1,100(税込)
今回は山家工房さんの「鹿喰めし」というお弁当をご紹介いたします。ご

飯の上に卵と鹿肉がふんだんにのっています。鹿肉はやわらかくて、くさ

みもなく、とても美味しいです。生姜の味が染みているので、さっぱりし

た上品な味わいです。日にち限定での販売ですので、非常にレアです。お

休みの日などに出かけた際は、ぜひ立ち寄って召し上がってください！売

り切れ必須なのでお急ぎを！ （宮本）

＜グルメレポート＞


